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視察・研修報告書 

視察・研修先 大野城市心のふるさと館 

日 時 令和７年５月 27日（火） 13：00～17：00 

場 所 大野城市心のふるさと館 

テーマ どう創る？有効な議会公聴・広報 

(講師) ＬＭ推進ネットワーク九州 神吉 信之さん、北海道鷹栖町議員 青野 

敏さん  

概 要  

 鷹栖町では、議員のなり手がなく３期連続無投票にな

ったことで「議会への無関心さに危機感を感じた」のだ

そうです。 

 そこで 

①議会・議員に興味を持つ 

②議会・議員への理解を深める 

③議会に参加する 

というサイクルを活動の方針として立て、まず「①興味

が持てる」ためのとりくみとして、インパクトのある議

会のチラシを作ってみたとのこと。 

 右の画像がその１枚です。 

 「②理解できる」ためのとりくみとしては、傍聴ガイ

ドブック（傍聴者が議場で感じるであろう疑問をＱ＆Ａ

形式でまとめた小冊子）を発行しました。 

 「③参加できる」ためのとりくみとしては、傍聴者に一般質問の通信簿（テーマ設

定・聞き取りやすさ・説得力・追求力・共感度について５段階で評価してもらう）をつ

けてもらい、議員にフィードバックしているそうです。 

 結果として一昨年は 16年ぶりに選挙戦が繰り広げられたそうです。 

 また、議会傍聴が 42人になったとも話されていました。 

 研修会では「インパクトのある議会だより」の極意を教えてもらいました。 

それは「ＴＴＰ」…ＴＴ（とことん）Ｐ（パクる）です。 

所 感  

自分自身、市議会議員になる前、市議会だよりをしっかり読んだことはありませんで

した。 

せいぜい、応援している議員の記事の、それも見出しを読む程度でした。理由は「読

もうと思えなかったから」です。 

だからこそ自分と同じように感じている市民の方が「少しでも読みたくなるような市

議会だより」を作れないかといろいろ調べて、以前から北海道鷹栖町の議会だよりには

注目していました。 

今回の研修で学んだ「インパクトのある議会だよりの極意」を用いて作成したのが下

の「議場見学会チラシ」です。 

このチラシは、11月１日に開催のまどかフェスティバルに来られていた市民の方々に
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配布しました。 

上部と下部で「まちがいさがし」になっていて、手渡す際に「おもしろいね」と多く

の方から喜んでもらい、議場見学会では２時間で 129名の方が来場されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－作成者 河野 敏生－ 

 


